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4
月
♂
日
、
中
華
民
国
南
投
鯨
か
ら
政
府
関
系
者
が
来
村
し
ま
し
た
。
南
投
照
は

玉
川
村
と
友
好
都
市
関
係
に
あ
る
鹿
谷
郷
の
指
導
行
政
機
関
で
あ
り
、
毎
年
本
村
の

訪
問
聞
が
鹿
谷
郷
を
訪
問
す
る
た
び
に
、
歓
迎
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
回
、
林
日
新

民
政
局
長
を
団
長
と
す
る
一
行

7
名
が
巴
本
の
地
方
自
治
制
度
の
研
修
を
白
的
と
し

て
来
日
し
、
同
県
鹿
谷
郷
と
友
好
都
市
提
携
し
て
い
る
本
村
を
初
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

EE謹量g
J3¥ 

る

と
産
ロ
聞
を
展
示
即
売

一←」目

今
回
来
村
さ
れ
た
の
は
、

方
々
で
す
。

林
日
新
商
投
勝
民
政
局
長

陳
秋
東
南
投
綜
社
会
科
長

郎
正
敏
南
投
燃
人
事
主
任

磐
田
国
彬

南
投
鯨
秘
書

李

同

淵

南

投

燃

秘

書

謝
木
南
南
投
牒
副
主
任

石

秀

晋

南

投

鯨

課

長

永
遠
の
友
好
を

希

望

南
投
際
政
府
団
一
行
は
、
午
前
中

パ
ス
で
役
場
に
到
着
。
職
員
ら
の
出

迎
え
を
受
け
た
あ
と
、
福
島
空
港
を

視
察
し
、
空
港
ピ
ル
の
秋
山
副
社
長

にわヘ
関れ
Jし、、

の盛
高ん
さ に
を質
感問
じ を
まし
して
たい
。る

姿

再
会
を
約
束

林
団
長
一
行
は
、
再
会
を
誓
い
合

い
、
な
ご
り
を
惜
し
み
な
が
ら
午
後

3
時
初
分
、
玉
川
村
を
後
に
し
ま
し

た
。一

行
は
会
津
方
面
に
宿
泊
し
、
首

都
圏
地
域
を
視
察
し
、

5
月
1
日
成

田
空
港
か
ら
帰
路
に
着
い
た
と
の
こ

川
村
ふ
る
さ
と
物
産
展

「
ふ
る
さ
と
産
業
お
こ
し
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
村

の
産
品
を
多
く
の
人
に
紹
介
し
よ
う
と
、
乙
字
ヶ
滝
公
園

で
玉
川
村
ふ
る
さ
と
物
産
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
と
き
お
り
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し

た
が
、
須
賀
川
牡
丹
園
や
、
福
島
空
港
を
見
に
来
た
人
た

ち
が
多
数
訪
れ
、
玉
川
村
の
産
品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し

た
。こ

の
物
産
展
は
、
玉
川
村
ふ
る
さ
と
物
産

展
振
興
委
員
会
(
野
崎
一
幸
会
長
)
が
主
催

し
開
い
た
も
の
で
、
今
回
が
2
回
目
と
な
り

す。

風になれ

士」品

の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
ま
し
た
口

午
後
か
ら
は
、
玉
川
村
日
華
親
善

友
好
都
市
提
携
推
進
協
議
会
(
会
長

車
田
次
夫
村
長
)
が
主
催
し
た
、
歓

迎
式
が
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
村
側
か
ら
日
華
親
善
友

好
都
市
提
携
推
進
協
議
会
員
ら
お
名

が
出
席
。
車
田
会
長
(
村
長
)
の
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
団
長
の
林

民
政
局
長
が
「
心
温
ま
る
歓
迎
に
感

謝
し
ま
す
。
活
力
あ
る
玉
川
村
の
よ

う
す
を
見
て
感
銘
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
鹿
谷
郷
を
通
じ
て
の
末
長
い

友
好
親
善
を
希
望
し
ま
す
」
と
笑
顔

で
返
礼
し
、
今
後
の
友
好
を
誓
っ
て

固
い
握
手
を
か
わ
し
ま
し
た
。
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次
の

福
祉
行

関政

lし1

玉
川
村
の
概
況
、
振
興
計
画
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
あ
と
の
質
疑
応

答
で
は
、
陳
社
会
科
長
ら
が
、
公
営

住
宅
、
福
祉
な
ど
に
関
す
る
質
疑
を

行
い
、
役
場
の
各
謀
長
ら
が
対
応
に

追
わ
れ
る
一
幕
も
あ
っ
て
、
予
定
時

間
を
過
ぎ
て
し
ま
う
ほ
ど
熱
心
に
研

修
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
一
行
は
、
泉
中
学
校
、
玉

川
第
一
小
学
校
、
い
ず
み
保
育
所
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
議
場
な
ど
の
村
内

の
公
共
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
各

施
設
見
学
も
目
的
意
識
を
持
っ
て
行島、、

と
で
す
。
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玉
川
村
消
防
団
(
大
竹
勝
義
団
長
)
恒
例
の
平
成
6
年
度

春
季
検
閲
が

4
月
目
白
(
臼
)
泉
中
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
、
団

員
と
婦
人
消
防
隊
員
、
関
係
者
約
制
人
が
参
加
し
ま
し
た
口
当

日
は
小
雨
、
が
降
る
、
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
、か
、
団
員
ら
は

集
合
及
び
部
隊
編
成
に
は
じ
ま
り
、
開
会
行
事
、
表
彰
、
観
関
、

点
検
、
分
列
行
進
、
開
会
行
事
、
部
隊
解
除
と
続
く
検
閲
の
行

事
を
、
大
勢
の
来
賓
を
前
に
、
威
風
堂
々
と
展
開
し
て
い
ま
し

た
。
各
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
(
敬
称
略
)

• • • • • • • • 
北南竜岩

ク須ク須ク 法タ
釜 釜 崎 寺

岩

谷

啓

康

佐
久
間
七
郎

小
林

一
之

小

林

留

七

大

野

義

光

大

越

由

石

井

正

伊

草

野

正

美

森

博
石

森

正

治

塩

田

清

平
成
6
年
度
表
彰
者

消
防
庁
長
官
賞
伝
達
者

@

消

防

団

長

大

竹

勝

義

(
永
年
勤
続
功
労
賞
)

団
長
表
彰

-
防
火
優
良
家
庭

・

川

辺

関

根

一

夫

・0

大
和
田
重
幸

・

蒜

生

真

弓

一

治

・

小

高

車

田

喜

雄

・0

小

針

信

良

・

中

永

林

誠

• 
・
山
小
屋

・
四
辻
新
田

団
長
感
謝
状

-
退
職
分
団
長

¥ト

紹介はつらつ消防分団長

岩法寺

矢吹美好さん
中

佐久間統広さん
小高

関根勝男さん
蒜生

曲山幸男さん
辺
禎さん

JII 

矢部

鈴

木

嘉

兼

真
弓

一
治

溝
井
浩
一

鈴
木
今
朝
美

・
岩
法
寺
吉
田
一
申
告

・

竜

崎

根

本

武

則

・
南
須
釜
塩
津
浩
道

・

北

須

釜

瀬

谷

孝

一

・

吉

須

釜

勝

則

・
山
小
屋
石
森
正
治

・

四

辻

石

井

和

夫

令
特
別
表
彰
大
和
田
昭
子

(
前
玉
川
村
婦
人
消
防
隊
長
)

φ
一
般
協
力
者

-

蒜

生

区

(
防
火
水
槽
用
地
協
力
者
)

・
北
ノ
宿
(
南
須
釜
)

代

表

塩

津

誠

(
防
火
水
槽
用
地
協
力
者
)

・
飯
田
源
一
(
四
辻
新
聞
)

(
防
火
水
槽
用
地
協
力
者
)

-

川

辺

・

蒜

生

・

小

高

・

中

.<. 

山小屋

石森島興さんんさ省
寸

t
+
E
1
 

t
口北須釜

小針幸夫さん
南須釜

円谷兼ーさん
竜崎

仁井田健さん
フド之
本水

初
め
ま
し
て

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

四辻

塩田真ーさん

先
の
福
島
県
警
察
官
異
動
に

よ
り
、
玉
川
駐
在
所
の
警
察
官

が
替
わ
り
ま
し
た
。

白
岩
喜
八
巡
査
部
長
に
替

わ
っ
て
郡
山
警
察
署
か
ら
寺
島

邦
雄
警
部
補
が
、
中
丸
英
樹
巡

査
に
替
わ
っ
て
、
い
わ
き
中
央

署
か
ら
黒
田
典
男
巡
査
部
長
が

着
任
さ
れ
ま
し
た
。

寺
島
警
部
補
は
原
町
市
出
身

で
日
歳
、
奥
さ
ん
と
二
人
住
ま

い
で
す
。
黒
田
巡
査
部
長
は
大

沼
郡
金
山
町
出
身
で
却
歳
、
同

じ
く
奥
さ
ん
と
二
人
住
ま
い
で

す。
お
二
人
共
当
地
方
の
勤
務
は

初
め
て
で
あ
り
「
地
域
に
早
く

溶
け
込
み
た
い
。
事
件
事
故
の

な
い
明
る
い
玉
川
村
を
目
指
し

全
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

4 

巡査長

5 

田黒警部補島寺



地域の皆さ九と村を結ぶパイプライン

、i'成 6 ~反行政i× 長 ま否

区

長

矢

部

玄

信

作

[婦人会支部長}

矢部千代子

[青年団長}

大竹栄

[婦人会支部長]

塩田末子

{青年会長i
鈴木博

{老人つラブ会長}

塩田豊次郎

区

長

平
成

6
年
度
の
各
地
区

の
行
政
灰
一
長
と
各
種
団
体

の
代
表
の
方
々
が
決
ま
り

ま
し
た
。

な
お
、
区
長
会
長
に
は

宗
形
友
三
さ
ん
(
北
須
釜
)
、

泉
婦
人
会
長
に
矢
部
美
枝

子
さ
ん
(
川
辺
)
、
須
釜
婦

人
会
長
に
松
山
京
子
さ
ん

(
山
肌
屋
)
、
老
人
ク
一
つ
ブ

連
合
会
長
に
鈴
木
吉
之
さ

ん
(
竜
崎
)
が
就
か
れ
て
い

ま
す
。今

後
一
年
間
皆
さ
ん
の

代
表
と
し
て
村
と
の
パ
イ

プ
役
と
な
ら
れ
た
方
々

へ
、
温
か
い
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

{老人つラブ会長]

小針 善 治

固い11 229戸

[婦人会支部長]

佐藤恵美子

区

長

戸数区辺

石

井

春

義

曲

山

慶

保

[老人クラブ会長]

真弓政典

EI[ 44戸

{婦人会支部長]

石森秀子

{老人クラブ会長}

石森辰治

戸数

弘

37戸

[青年会長i
石森金

戸数四辻新田区

山小屋区

室

長

石

森

始

58戸

固 i

区

長

車

田

英

雄

250戸

戸数

戸数区

区

[老人クラブ会長]

岩谷浩光

生

[婦人会支部長}

溝井典子

{青年会長]

鈴 木裕

官
邸

古
手

寿

{老人つラブ会長]

森義英

{青年会長]

佐藤熊

区

長

須

釜

康

善
清

光

良
久
一
冗

原

上

沢

小

馬

塩

長

長

長

組

組

組

国

-青井沢上組(8戸)

@青井沢下組(10戸)

@河平組(11戸)

区

長

小

針

康

信

高

[婦人会支部長]

小針 君

{青年会長1
)J ¥ 針 一 志

[老人クラブ会長}

小林 富 重

園! 71戸

区

長

戸 数

{婦人会支部長}

瀬 谷 智 子

区::i::' 
zコ

{婦人会支部長]

大越つや子

区

長

霊

長

{青年会長}

橋本義

区

長

181戸戸数区中

{青年団長}

石森

6 

彦

戸数

{老人クラブ会長]

渡辺政

132戸

[青年団長]

榊枝勝

宗

形

友

三

幸

{老人クラブ会長}

小山田義美

249戸

[青年団長]

関 根 博

戸数南 須 釜 区

近

内

玉

喜

小

林

仙

治

173戸戸数区

問
衛

A
Q
宜
主
『
司

フ
、
/

一
円
井

人
石

老

崎
.= 
弔園 l

佐

久

間

勝

7 

169戸戸数

栄

岩法寺区

{老人クラブ会長}

大竹金一

回[



平成6年5月広報たまかわ

川
辺
小
学
校

園

日
の
丸
振
っ
て
元
気
に
登
校

平成6年 5月

みんな君たちを応援してい

村内各小中学校

ます

式円子入

広報たまかわ

川
辺
小
学
校
の
新
入
学
児
童
と

在
校
生
が
、
入
学
式
の
朝
、
川
辺

八
幡
神
社
に
日
の
丸
の
旗
を
持
っ

て
お
参
り
す
る
「
旗
持
ち
入
学
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
凸

新
一
年
生
(
十
八
名
)
は
、
上
級

生
と
一
緒
に
歩
い
て
八
幡
神
社

へ
。
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
で
、

元
気
に
学
校
へ
通
え
る
よ
う
お
は

ら
い
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
一

O
O
年
以
上

も
続
い
て
お
り
、
入
学
式
当
日
の

朝
に
は
必
ず
見
ら
れ
る
風
景
と

な
っ
て
い
ま
す
。

村
内
の
3
つ
の
小
学
校
と
2
つ
の

中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
小
学
校
で
は
、
新
入

学
児
童
%
人
が
あ
こ
が
れ
の
校
門
を

元
気
に
く
ぐ
り
ま
し
た
。

入
学
式
で
は
、
校
長
先
生
か
ら
「交

通
事
故
に
気
を
つ
け
て
、
元
気
に
登

校
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
話
が
あ
り
、

2
年
生
の
お
兄
さ
ん
か
ら
は
「
楽
し

く
遊
ん
だ
り
勉
強
し
ま
し
ょ
う
」
と

歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

担
任
の
先
生
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ

て
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
は
ず
か
し
そ
う
に
、

大切な緑を火災から守ろう
山火事防止パレード

山林火災を未然に防ごうと、山火事防止パレードが行われま

した。
パレードには、県林業事務所、森林組合、木材協同組合、消

防関係、管内町村などが参加。午前 9時30分から役場前で出発

式を行い、管内町村をパレード「たばこの投げすてや、火の不

始末による山火事をなくしましょう」と呼びかけました。
春は空気が乾燥し、火災が発生しやすい時期です。お互いに

注意したいものですね。
申 込4J11!11P----_; 'v 

で
も
元
気
よ
く
「
ハ
イ
L

と
答
え

て
い
た
新

1
年
生
。
お
友
達
を

い
っ
ぱ
い
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

中Aチームが2連覇脇

玉川村ゲートボール協会長杯

8 

今回で10回目を数える村ゲートボール協

会長杯のゲートボール大会が、玉川村民グ

ランドで行われました。

大会に参加した27チームは、午前 8時30

分から午後 3時過ぎまで熱戦を繰り広げま

した。

その結果、中Aチームが優勝し 2連覇を

飾りました。入賞チームは次のとおり。

中 Aチーム

北須釜Bチーム

南宿チーム

*優勝

fc準優勝

*第3位

園

古
殿
町
が
石
川
郡
へ

明
治
か
う
の
悲
願
実
現
/

記
念
の聖

火
リ
レ
!

4
月
1
日
に
古
殿
町
が
石
川
郡

に
新
し
く
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

一
世
紀
に
お
よ
ぶ
夢
の
実
現
を

祝
う
聖
火
リ
レ
ー
が
古
殿
町
を
中

心
に
行
わ
れ
、
村
か
ら
も
体
育
指

導
委
員
ら
日
名
が
参
加
。
福
島
空

港
な
ど
郡
内
4
カ
所
で
採
火
さ
れ

た
聖
火
を
、
日
キ
ロ
、

ω人
の
ラ

ン
ナ
ー
で
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。

闇
献血50回、金色有功章

竜崎の阪本良雄さんに、日本赤十字社か

ら、献血50回をたたえる金色有功章が贈ら

れました。

ありがとう愛をいっぱい

-
阪
本
良
雄
さ
ん

(
糾
歳
)

「献
血
は
四
歳
か
ら
、
自
衛
隊
に
入
っ

た
記
念
に
始
め
ま
し
た
。
実
際
は
則
回
以

上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
娘
(
献
血
羽
田
)

に
負
け
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
」
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広報たまかわ平成6年5月

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資

金として寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。

記

・北須釜の矢吹吉昭さんから

2万円

・南須釜の大野マサさんから

1万円

・蒜生の真弓喜春さんから 2万円

・野崎倉平さんのホールインワン

コンペ祝葉会(発起人、車田永

勝さん、溝井幸二さん)チャリ

ティ益金 76.754円

(村社会福祉協議会)
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* 壇画司司副
「ょっぱの会J スタート

玉川村食生活改善推進員の自主的活動グループ 「ょっぱの会」が4月から

活動を始めました。同時に今月から「食改だより」のコーナーを設け、会の

活動や食生活の情報をお届けします。

4月l1Bには、ょっぱの会の初めての会議が保健センターで関かれまし

た。今後、各地区公民館での料理実雷、お弁当サービス、研修会などを、皆

さんが参加しやすいように喪間関穫します。

また、役員の選任が行われ、次の方々が役員になられました。(敬称略)

{会長}双里不二枝 (中)

{副会長}大和田昭子(吉)

吉田和子(中)

{庶務}阿部洋子(南須釜)

{会計}小林キイ子(竜崎)

{監事]渡辺ナツヨ(北須

釜) 石森タヰニヨ(山小

屋)

なお会員数は50名で

す。

お誕生おめでとう

ございます
村のようす

( 6年 4月1日現在)

脅し728戸(-4) 

.1 7，645人(-36) 

寺 山 山 一19)

1 3，883人(-17) 

。...。

創

部

男

一

、、-

配
備
一

豊

健

、

ま

月

1

1
名
ぃ
比
m寛
川
凌
た
太
机
愛
た
太
ゅ
由
上

(
尽
ま
麻
け
貴

i

川
刻
み
望
日
凌
ま
真
し

}

田

し

生

井

本

山

谷

田

吹

森

申

出

溝

坂

下

国

藤

矢

石

み

や

挫

痘

く

れ

M

M

お

区

生

高

寺
法

地
蒜
小
山
石 日久

間L

浩憲

幸

春美

づ'

土
口

村内各小学校の運動会

5月22己(日)玉)1/第一小学校

須釜小学校

5 月29B~日~ } I!辺小学校

元気いっぱいの子供たちを応

援してください!

(4月届出分)

地 rs: 死亡者氏名年齢世帯主名

蒜生真弓キヨノ 88 喜義

南須釜大野清二郎 68 マサ

北須釜矢吹吉造 66 吉昭

=にとi 有賀 茂 76 塩津良清

園芸JヨiS員不通
浅川町(36局)、 古殿昭(53局)、棚倉町

高野地区(35局)への通話は、実換機のデ

ジタル化に伴う切替工事のため、次によ

り数分間、利用できなくなります。ご理

解とご協力をお願いします。

砂切替巴時:平成6年5月26日(木) 午後

。時30分から数分間

砂その他.切替工事中は、お話し中でも

通話が切れますのでご了承ください。

惨問い合わせ先 :NTT石川支庖フ

リーダイヤル岱0120-263530

役場保健課かちのお知らせ

1歳 6か月児

健診日確認を

8月17日(到の 1歳 5か月児健診から、

対象者への通知は行わないことになりま

した。

対象となられる方は、健康力レンター

などで健診日を確かめて、受診すること

になりますので、注意してください。

ゴールデンウィークの空港公冨から

銃砲刀剣類登録

審査会の開催

平成6年度銃砲万剣類登録審査会を次

の日程で行います。

砂期日と会場

平6年6月23日 郡山合同庁舎

11月17日チ

平 7年 2月16日チ

歩時間

午前日時から午後 3時まで(正午から

午後 1時除く)

詳しくは、福島県教育庁文化課(fi0245

-21-7787)におたすねください。

住宅金融公庫かうの

お知うせ

住宅金融公庫の平成6年度第 1回申込

みを受け付けております。 く受付期間

平成6年 5月9日開)-----6月14日ω〉

公庫融資は低利 (125m2
以下の新築住

宅の場合 :4.05%)で、しかも長期返済

のため、返済計画に余裕がもてます。

また、お申し込みはお近くの金融機関

で行えますので、便利です。

お問い合わせは、住宅金融公庫東北支

居 (fi022-227-5003)もしくはお近く

の金融機関まで。

悩みや苦情はます相談

春の行政相談週間
量掴園側~・園出量

行政相談委員は、皆さんが困っている

ことや要望などの相談に応じ、その解決

のお手伝いをします。相談の内容は役所

や公団・公庫、 NTT、JRなどの仕事

についてです。

相談委員は、いつでも相談に応じます

が、期間中は次により相談所を開きます0

・とき平成6年5月27日幽

・ところ 役場北庁舎(午前9時から12

時)須釜公民館(午後 1時30分から 4時)

村の相談委員は、首藤信勝さん(小高)

n57-2507です。お気軽にご相談下さい。

圏 振替納付は

園口座の残高確認を

由民年金保険料の口座振替日は、毎月

258 (25日が土曜の場合翌々日、日曜ま

たは祝祭日の場合は翌日)です。

振替不能にならないよう振替日までに

預金口座へ入金しましょう。また振替不

能になった場合は、納付書(きつぷ)で

納め否ことになります。
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仮

装「
め
組
の
女
(
ひ
と
)
」

こ
の
写
真
は
、
昭
和
弘
年
頃
の
村

長
体
育
祭
仮
装
行
列
で
、
中
区
が
優

勝
し
た
時
の
記
念
写
真
で
す
。

「
仮
装
は
昭
和
初
年
頃
か
ら
や
っ

て
た
ナ
イ
。
そ
の
時
は
原
爆
の
こ
と

を
や
っ
た
と
思
っ
た
ナ
イ
。
そ
れ
も

中
村
が
優
勝
し
た
。
佼
装
っ
て
い
う

と
、
中
村
が
い
つ
も
優
勝
し
て
て
、

ほ
か
の
区
で
は
、
も
う
や
め
る
な
ん

て
い
っ
て
た
ナ
イ
」
と
写
真
を
提
供

し
て
く
れ
た
小
針
ア
イ
さ
ん
(
中
)

が
話
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
体
育
祭
は
、
出
泉
中
学
校
の

校
庭
で
行
わ
れ
、
仮
装
行
列
が
目
玉

と
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
写
真
前

列
の
中
央
あ
た
り
に
、
故
駒
木
根
ト

モ
子
さ
ん
が
写
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
後
方
、
め
組
の
「
ま
と
い
」
を
持
っ

た
唯

一
の
男
性
は
、
故
小
針
常
正
さ

ん
で
す
。
こ
の
方
が
ア
イ
デ
ア
マ
ン

で
、
出
し
物
関
係
を
一
手
に
引
き
受

け
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
と
に
か
く
中
村
は
芸
人
が
多
く
、

こ
う
い
う
お
祭
り
騒
ぎ
は
大
好
き

だ
っ
た
ナ
イ
」
と
小
針
さ
ん
。

火
消
し
姿
の
往
年
の
美
女
た
ち
。

本
当
に
い
な
せ
で
す
ね
。

「故郷恋し」

横浜市旭区

阿部久次さん(南須釜出身)

一東京玉川会員だより-

桜
の
花
も
散
り
、
新
緑
の
頃
を
迎

え
て
お
り
ま
す
が
玉
川
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
の
後
も
元
気

で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

私
は
昨
年
、
東
京
玉
川
会
に
入
会
し

ま
し
た
。
一
年
前
の
5
月
の
東
京
玉

川
会
総
会
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
車
田
村
長
さ
ん
を
始
め
多

く
の
会
員
の
皆
様
と
、
和
や
か
に
お

会
い
す
る
事
が
で
き
て
大
変
良
か
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
広
報
た
ま
か
わ
」
や
、
風
の
た
よ
り

に
故
郷
の
様
子
を
見
聞
き
し
て
は
お

り
ま
し
た
が
、
今
で
は
故
郷
も
大
き
く

変
化
し
、
環
境
整
備
や
生
活
改
善
、村

の
活
性
化
な
ど
、
住
み
良
い
村
づ
く
り

を
目
指
し
、
又
、
時
代
は
流
れ
て
世
代

も
変
わ
り
ま
し
た
が
、
現
代
の
要
求
に

即
し
た
新
し
い
村
づ
く
り
に
、
懸
命
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
故
郷
の
皆
様

の
姿
が
、
会
場
の
隅
々
か
ら
伝
わ
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

私
も
、
故
郷
を
出
て
横
浜
に
住
み

四
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
故
郷
が
生

ま
れ
変
わ
り
、
限
り
な
く
発
展
し
て

ゆ
く
姿
を
見
聞
き
す
る
に
つ
け
、
大

変
頼
も
し
く
、
う
れ
し
く
思
っ
て
お

る
次
第
で
す
。
故
郷
が
恋
し
く
な
っ

た
の
も
年
の
せ
い
か
な
、
と
一
人
納

得
し
な
が
ら
、
内
孫
、
外
孫
の
成
長

を
楽
し
み
に
日
々
を
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。

今
年
の
総
会
で
、
元
気
に
皆
様
と

再
会
で
き
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
会

員
の
皆
様
と
村
民
の
皆
様
の
御
健
康

と
御
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す。
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